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本公演のアンケートへ、
ご協力をお願いいたします
アンケートフォームはこちら

アジアシリーズvol.5 トランス・フィールド

ショプノ・ドル

脚色・演出：ジャヒド・リポン
原作：バドル・ショルカル

11.3 Sat - 11.4 Sun

2018

東京芸術劇場 シアターウエスト
Tokyo Metropolitan Theatre (Theatre West)

30世紀

Asia Series Vol.5: Trans-fields

Swapnadal

Adapted and Directed by Zahid Repon  
Written by Badal Sircar

Tringsha Shatabdee (30th Century)

「30世紀」
脚色・演出：ジャヒド・リポン
原作：バドル・ショルカル
キャスト：ジャヒド・リポン、ジュエナ・ショブノム、フォズレ・ロッビ・シュ
コルノ、アブドゥル・ハリム・シクダル、アブドゥル・シャマド・ブイヤン、
モハマド・シャカワト・ホセン、モハマド・メヘディ・ハサン、ジュレカ・ア
クタル、ジェブン・ネサ、アラウッディン・オプ、オニンド・オントリッカ、ニ
ショルゴ・ショブノム
照明コーディネート：フォズレ・ロッビ・シュコルノ
楽屋コーディネート：スマイア・アクタル
制作：ジュエナ・ショブノム      

   

《東京公演》  

技術監督：寅川英司
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記録写真：青木  司
記録映像：株式会社彩高堂
制作：新井稚菜、武田侑子（フェスティバル /トーキョー）
インターン：木村 夏、松本理沙、宮本日向子、前田麗奈
企画・主催：フェスティバル /トーキョー
共催：国際交流基金アジアセンター
後援：駐日バングラデシュ大使館

※この作品では、リサーチに基づいて創作されたシーンにも
一部フィクションを含んでいます。
Though based on research into actual events, the performance includes elements of fiction.  

“Tringsha Shatabdee (30th Century)”
Adapted and Directed by Zahid Repon
Written by Badal Sircar
Cast: Zahid Repon, Juana Sobnom, Fazle Rabbee Sukarnoo, Abdul Halim Shikder, 
Abdus Samad Bhuiyan, Mohammad Shakhawat Hossain, Mohammad Mehedi Hasan, 
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Photography: Tsukasa Aoki
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Planned and presented by Festival/Tokyo
Co-organized by the Japan Foundation Asia Center
Supported by the Embassy of Bangladesh, Tokyo

ショプノ・ドル
2001年、ダッカにて、ジャヒド・リポンが創立。語りと歌を交えたベンガル
地方の伝統的な演劇手法を用いながら現代的なテーマを扱い、タゴー
ルの詩劇『チットランゴダ』やハワード・ファストの『スパルタカス』、モ
ノドラマ『ヘレン・ケラー』など17作品を発表している。国内外のさまざ
まな演劇祭に参加、代表作の『30世紀』は、ロンドンの演劇祭やアジア
最大級の演劇祭、インド国際演劇祭（2015年）でも上演された。

ジャヒド・リポン
1969年生まれ。劇団ショプノ・ドル代表。ジャハンギル
ナガル大学演劇学部（演出専攻）にて学士号と修士号
を取得。演出家、俳優、指導者、研究者として32年間演
劇に関わり続ける。ナショナル・インスティテュート・オ
ブ・マス＝コミュニケーションのディレクター、バングラ
デシュ・マイム・フェデレーションの委員長を兼任。



は結局埋まることはなかった。パキスタン時代のほとん
どをこの地は軍事政権下で過ごす。その間、パキスタ
ンは一定の経済発展を遂げるが、東パキスタンはその
恩恵をほとんど享受することなく、ひたすら息苦しいと
きを耐えるしかなかった。

バングラデシュの苦難は続く。

1970年、巨大サイクロンがこの地を直撃、なかなかそ
れに対応しようとしないパキスタン政府に対して、人々
の怒りは沸点に達しようとしていた。そしてその直後の
総選挙では地元東パキスタンのアワミ連盟が大勝利す
るもいつまでも国会が開かれず、ついに両者は決裂し
てしまう。そして運命の1971年3月25日、パキスタン政
府は軍隊を動かし、そしてそれとほぼ同時にバングラデ
シュが独立を宣言、9か月におよぶ独立戦争が始まった
のだった。独立戦争は同年12月16日に終結し、ここに国
家としてのバングラデシュが誕生した。300万人もの犠
牲者を出した末のこの独立はしかし、たちどころに人々
に安定した暮らしをもたらしたわけではなかった。戦争
によって疲弊した国を飢饉が襲い、そして独立して間も
ない1975年には、独立の英雄であり、初代首相（のち
に大統領）であったムジブル・ラーマンが暗殺されて
しまう。そして再び軍事政権。軍事政権に終止符が打
たれたのは1990年になってからであった。

バングラデシュは苦難の歴史を昇華させる。

詩の国、バングラデシュの詩は、同じベンガル語を
用いるインドの西ベンガル州とは分離独立以来異なる
軌跡を描いてきた。ベンガル語への思い、独立戦争の
犠牲、軍事政権下での葛藤、それらはすべて詩の中に
あらわれる。独立以来比較的平穏だった西側から見る

バングラデシュ地図

バングラデシュは河の国である。

遠くヒマラヤを源流とするインダス河とブラフマプト
ラ河が合流し、さらにもうひとつの大河メグナ河が流れ
込むこの地域には、大小さまざまな川が網の目のように
走り、バングラデシュの大部分は広大なデルタ地域で
占められる。ガンジス河はバングラデシュに入るとポッ
ダ河とその名前を変え、ブラフマプトラ河もジョムナ河
となり、その他大小さまざまな支流が地域によって異
なる名前で呼ばれているが、この土地の人々の生活は
それらの河とともにある。河はときに洪水をもたらすと
は言え、人々にとって恵みであり、人は河から田畑へ水
を引き。河の魚を獲る。古来この地域は肥沃で知られ、
多くの人々が何千年にもわたってこの地で暮らしてき
た。現在のバングラデシュの面積は14万7千キロ平方メ
ートル（本州を除いた日本の面積に近い）、人口はおよ
そ1億6千万人である。

バングラデシュは詩の国である。

バングラデシュで使われるベンガル語は、西隣のイ
ンド、西ベンガル州でも用いられている。インドとバ
ングラデシュにまたがる両ベンガルは、1947年の分離
独立までは緩やかにひとつの文化圏を形成していたが、
いずれのベンガルも「詩の国」と呼ぶにふさわしい。
ベンガル語は言わずと知れたノーベル賞詩人タゴール
のことばであり、このことばは1千年もの昔からこの土
地の文学のことばであり続けた。詩は歌と混然一体と
なり、タゴールの前も、そして後も、ベンガル語は数え
きれない数の詩人を生み出してきた。どちらの国家に属
するかに関わらず、ベンガル詩は常にそれを解する人々
を慰め、勇気づけ、人々とともに歩んできたのである。

バングラデシュは苦難の歴史を歩んだ。

そのベンガル語は、現在のバングラデシュが西側と
袂を分かち、独自の歩みを始めた直後、危機にさらされ
た。インド・パキスタン分離独立は、ベンガルの地が
東西別々の国家となることに帰結する。ヒンドゥー教徒
が多数を占めた西側はインドに属することを選択し、イ
スラム教徒が多数である東側はパキスタンとなることを
選択したのである。その分離独立時、この地域は移動
や混乱の中でおびただしい死者と難民を生んだのだが、
その末に達成した独立は、東パキスタンとなった東ベ
ンガルにとってたちまち苦いものとなる。それはパキス
タンがウルドゥー語を唯一の国語と規定したことに端を
発する。ベンガル語をこよなく愛するこの地の人々はそ
れに猛烈に抗議し、ついには死者を生む事態となった。
それが1952年のエクシェ・フェブラリー事件である。最
終的にパキスタン政府はベンガル語をも国語として認
めるに至るが、このときにできた東西パキスタンの亀裂

河の国の苦難の歴史
丹羽京子
（東京外国語大学 准教授）

と、バングラデシュの詩は「政治的」に見えることが
ある。それに対してあるバングラデシュ詩人が語った。
「詩が政治に寄ったわけではない。政治の方が詩にや
ってきたのだ」。いかに過酷な経験を積もうとも、政治
史的な苦難がバングラデシュを、そしてバングラデシュ
詩を支配しているわけではない、人々にとっては、まず
ことばがあり、詩があり、歌があり、そしてあらゆる芸
術表現があり、それこそが人生の中心なのだ。だから
こそ、人々に寄り添うために、忘れ得ぬこれらの出来事
は、さまざまな形態を取って語り継がれ、歌い継がれ
る。あるバングラデシュ作家が語った。「わたしたちは
戦った。戦争を戦い抜き、ことばのために戦い、洪水
と戦い、嵐と戦った。その闘い、その闘いに対する人
間の勝利の物語を豊かなことばで表現できたとき、す
ばらしい文学が出てくるだろう」。バングラデシュがそ
の苦悩を芸術作品に昇華できたとき、それは世界全体
の遺産となる。その意味で、バングラデシュの苦悩は
世界のあらゆる人の苦悩でもあるのだ。

『MI(X)G』
コンセプト・演出：ピチェ・クランチェン
10/13 (Sat) - 10/14 (Sun)
南池袋公園

アジアシリーズ vol.5 トランス・フィールド
ショプノ・ドル『30世紀』
脚色・演出：ジャヒド・リポン
原作：バドル・ショルカル
11/3 (Sat) - 11/4 (Sun)
東京芸術劇場　シアターウエスト

『フィールド：プノンペン』
11/10 (Sat) - 11/11 (Sun)
北千住BUoY

『ボンプン・イン・トーキョー』
キュレーション：ローモールピッチ・リシー
11/10 (Sat) - 11/11 (Sun) 
北千住BUoY

「境界を越えて ～アジアシリーズのこれまでとこれから～」
11/8 (Thu) – 11/11 (Sun) 
東京芸術劇場 シアターイースト

アジアシリーズとは
国際交流基金および国際交流基金アジアセンターとの共催で、アジア各国の舞台芸術、音
楽、美術などを紹介する本シリーズ。フェスティバル /トーキョーでは、2014年の「韓国」特集
を皮切りに、「ミャンマー」(F / T15)、「マレーシア」（F / T16）、「中国」（F / T17）と、毎年、綿密なリ
サーチを実施し、歴史、文化、社会背景を踏まえた気鋭のアーティストの作品をキュレーショ
ン、あわせて多様な言語、文化、身体のあり方を前提とした継続性のある交流の基盤づくりも
行ってきました。

5回目の開催となる今回のテーマ「トランス・フィールド」は、これまでの「アジア地域から
毎年1カ国を特集する」という枠組みを脱するものです。地図に描かれた国の形と、そこで醸
成された文化は、必ずしも同じ輪郭を描くわけではありません。私たちは、そうした整合性の
不在の背景にある歴史と文化の多様性を踏まえ、新たな視座から世界を見渡すことこそが、こ
れからの「アジアシリーズ」に求められる役割だと考えています。
もちろん、越境や融解は、地理的な境界においてのみ起こっているわけではありません。ア
ジア地域の多様で複雑な社会、文化を反映した表現においてもまた、芸術分野の境界を越え
たさまざまな試みがなされています。今年は、こうした芸術分野の融合や表現形式の変化にも
着目し、アジアの文化とその未来について、観客、参加者と共に思考をめぐらす場を提供して
いきます。
共催：国際交流基金アジアセンター
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丹羽京子（東京外国語大学 准教授）
東京外国語大学修士課程修了後、コルカタ（旧カルカッタ）のジャドブプ
ル大学大学院比較文学科博士課程で学びPh.D.取得。東京外国語大学准教
授。専門は近現代のベンガル文学および比較文学。訳書に『ノズルル詩
集』（花神社、1995）、『ドラウパディー』（現代企画社、2003）、『赤いシャールー』
（大同生命国際文化基金、2004）、『バングラデシュ詩選集』（大同生命国際
文化基金、2007）、『もうひとつの夢』（大同生命国際文化基金、2013年）、『日
本旅行者』（本郷書森、2016年）、著書に『タゴール』（清水書院、2011）など。 


